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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　実行される一連のワークアクションを実現するビジネスプロセスとしてポータブルアド
ホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を作成するためにワークフロー
作成フレームワークを提供するステップと、
　前記ワークフロー作成フレームワークで作成されたポータブルアドホックワークフロー
（５６２，５６４；６５２，６５４）を、複数の異種バックエンドシステム（６０２，６
０４）が使用可能なビジネスプロセスリポジトリ（５６０；６５０）に格納するステップ
と、
　前記格納されたアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を、ビジ
ネスプロセステンプレートとして前記複数の異種バックエンドシステム（６０２；６０４
）に提供するステップと、
　前記ビジネスプロセステンプレートからビジネスプロセスを生成するステップと、
　特定のバックエンドシステム（６０２，６０４）で動作するように、前記ビジネスプロ
セスをカスタマイズするステップと、
を有する方法。
【請求項２】
　前記ポータブルアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を作成す
るために前記ワークフロー作成フレームワークを提供するステップは、
　前記複数のバックエンドシステム（６０２，６０４）が一般に使用可能なオブジェクト
と同期化されたビジネスオブジェクトを有するポータブルアドホックワークフロー（５６
２，５６４；６５２，６５４）を作成するために、前記ワークフロー作成フレームワーク
を提供するステップを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ポータブルアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を格納す
るステップは、
　前記ポータブルアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を、ビジ
ネスプロセスの集合メタリポジトリ（５６０；６５０）に格納するステップを有する、請
求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記ポータブルアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を格納す
るステップは、
　前記ポータブルアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を、前記
ビジネスプロセスリポジトリ（５６０；６５０）の既存のビジネスプロセスの修正として
提案するステップと、
　前記修正を提案するために、ビジネスプロセス修正フレームワーク（６２２）を呼び出
すステップと、
をさらに有する、請求項１ないし３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記格納されたアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を前記ビ
ジネスプロセステンプレートとして提供するステップは、
　前記格納されたアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）の１つま
たは複数の構成要素を有する複合ビジネスプロセスを生成するために、前記格納されたア
ドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）の構成要素を、前記複合ビジ
ネスプロセスの構成要素として、複合アプリケーションフレームワーク（１００、２４０
）に提供するステップを有する、請求項１ないし４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記格納されたアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を前記ビ
ジネスプロセステンプレートとして提供するステップは、
　前記アドホックワークフロー（６５４）が作成された前記バックエンドシステム（６０
２）とは異なるバックエンドシステム（６０４）でビジネスプロセスをインスタンス化す
るためのテンプレートとして、前記格納されたアドホックワークフロー（６５４）を提供
するステップを有する、請求項１ないし５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　実行される一連のワークアクションを実現するビジネスプロセスとしてポータブルアド
ホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を作成するためにワークフロー
作成フレームワークを提供するステップと、
　前記ワークフロー作成フレームワークで作成されたポータブルアドホックワークフロー
（５６２，５６４；６５２，６５４）を、複数の異種バックエンドシステム（６０２，６
０４）が使用可能なビジネスプロセスリポジトリ（５６０；６５０）に格納するステップ
と、
　前記格納されたアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を、ビジ
ネスプロセステンプレートとして前記複数の異種バックエンドシステム（６０２，６０４
）に提供するステップと、
　前記ビジネスプロセステンプレートからビジネスプロセスを生成するステップと、
　特定のバックエンドシステム（６０２，６０４）で動作するように、前記ビジネスプロ
セスをカスタマイズするステップと、
を含む工程をマシンに実行させる命令を提供するために格納されたコンテンツを有する、
マシン読み取り可能媒体から成る製品。
【請求項８】
　前記ポータブルアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を作成す
るために前記ワークフロー作成フレームワークを提供するステップは、
　前記複数のバックエンドシステム（６０２，６０４）が一般に使用可能なオブジェクト
と同期化されたビジネスオブジェクトを有するポータブルアドホックワークフロー（５６
２，５６４；６５２，６５４）を作成するために、前記ワークフロー作成フレームワーク
を提供するステップを有する、請求項７に記載の製品。
【請求項９】
　前記ポータブルアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を格納す
るステップは、
　前記ポータブルアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を、ビジ
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ネスプロセスの集合メタリポジトリ（５６０；６５０）に格納するステップを有する、請
求項７または８に記載の製品。
【請求項１０】
　前記ポータブルアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を格納す
るステップは、
　前記ポータブルアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を、前記
ビジネスプロセスリポジトリ（５６０；６５０）の既存のビジネスプロセスの修正として
提案するステップと、
　前記修正を提案するために、ビジネスプロセス修正フレームワーク（６２２）を呼び出
すステップと、
をさらに有する、請求項７ないし９のいずれか１項に記載の製品。
【請求項１１】
　前記格納されたアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を前記ビ
ジネスプロセステンプレートとして提供するステップは、
　前記格納されたアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）の１つま
たは複数の構成要素を有する複合ビジネスプロセスを生成するために、前記格納されたア
ドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）の構成要素を、前記複合ビジ
ネスプロセスの構成要素として、複合アプリケーションフレームワーク（１００；２４０
）に提供するステップを有する、請求項７ないし１０のいずれか１項に記載の製品。
【請求項１２】
　前記格納されたアドホックワークフロー（５６２，５６４；６５２，６５４）を前記ビ
ジネスプロセステンプレートとして提供するステップは、
　前記アドホックワークフロー（６５４）が作成された前記バックエンドシステム（６０
２）とは異なるバックエンドシステム（６０４）でビジネスプロセスをインスタンス化す
るためのテンプレートとして、前記格納されたアドホックワークフロー（６５４）を提供
するステップを有する、請求項７ないし１１のいずれか１項に記載の製品。
【請求項１３】
　実行される一連のワークアクションを実現するビジネスプロセスとしてポータブルアド
ホックワークフロー（６５４）を生成するためのアドホック作成フレームワークを有する
第１バックエンドシステム（６０２）と、
　前記生成されたポータブルアドホックワークフロー（６５４）を格納するために前記第
１バックエンドシステム（６０２）に結合されたビジネスプロセスリポジトリ（６５０）
であって、前記ビジネスプロセスリポジトリ（６５０）は、前記ポータブルアドホックワ
ークフロー（６５４）をビジネスプロセステンプレートとして複数の異種バックエンドシ
ステム（６０２，６０４）が使用できるようにするためのものである、ビジネスプロセス
リポジトリ（６５０）と、
　前記ビジネスプロセスリポジトリ（６５０）から前記ポータブルアドホックワークフロ
ー（６５４）を取り出すため、および前記ポータブルアドホックワークフロー（６５４）
の少なくとも一部に基づいてビジネスプロセスを生成するために、前記ビジネスプロセス
リポジトリ（６５０）に結合された第２バックエンドシステム（６０４）であって、前記
ビジネスプロセスは、前記第２バックエンドシステム（６０４）で動作するようにカスタ
マイズされる、第２バックエンドシステム（６０４）と、
を具備するシステム（６００）。
【請求項１４】
　前記ビジネスプロセスリポジトリ（６５０）は、前記第１バックエンドシステム（６０
２）のビジネスプロセスリポジトリを具備する、請求項１３に記載のシステム（６００）
。
【請求項１５】
　前記ビジネスプロセスリポジトリ（６５０）は、複数のバックエンドシステム（６０２
，６０４）から使用可能なビジネスプロセス（６５２，６５４）を格納するメタリポジト
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リを具備する、請求項１３または１４に記載のシステム（６００）。
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